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№

3 かしはら市議会だより

平
成
27
年
度
橿
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

　

日
本
共
産
党

　

経
常
収
支
比
率
が
類
似
団
体
と

比
較
し
て
非
常
に
高
く
財
政
措
置

の
弾
力
性
を
今
後
も
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
公
費
ホ
テ
ル
つ
き
分

庁
舎
の
建
築
は
財
政
上
の
負
担
が

大
き
く
、
待
機
児
童
の
解
消
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
高
齢
者
の

移
動
手
段
確
保
、
学
校
の
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
計
画
的

な
整
備
を
提
案
し
て
反
対
す
る
。

　
い
ず
れ
の
会
派
に
も

所
属
し
な
い
議
員

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
公

共
施
設
整
備
基
金
等
１３
億
円
の

積
み
立
て
の
ほ
か
、
市
債
残
高
を

着
実
に
減
少
さ
せ
る
な
ど
行
財

政
改
革
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
つ

つ
、
地
域
の
消
費
活
性
化
対
策
と

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
、
子
育
て
対
策
と
し
て
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
都
市
基
盤

整
備
事
業
と
し
て
新
沢
千
塚
古
墳

群
公
園
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

な
が
ら
、
本
市
の
特
性
を
生
か
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続

き
努
力
す
る
こ
と
を
願
い
賛
成
す

る
。

平
成
27
年
度
橿
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
日
本
共
産
党

　

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
の
国

民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
は
、
住

民
の
声
を
届
き
に
く
く
し
て
保
険

料
の
負
担
増
に
突
き
進
ん
で
い
く

可
能
性
が
高
い
。
憲
法
25
条
に
基

づ
く
社
会
保
障
制
度
に
立
ち
返
り
、

政
府
に
国
庫
負
担
の
増
額
を
要
請

し
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ

と
を
最
重
点
に
置
く
こ
と
を
提
案

し
て
反
対
す
る
。

平
成
27
年
度
橿
原
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定

　
日
本
共
産
党

　

２
年
に
１
度
の
保
険
料
の
改
定

は
、
加
入
者
に
重
い
負
担
を
押
し

つ
け
、
年
金
か
ら
本
人
の
同
意
も

な
く
天
引
き
を
さ
れ
て
い
る
。
国

庫
負
担
率
を
高
め
、
老
人
保
健
制

度
に
戻
し
て
、
安
心
で
き
る
医
療

制
度
に
転
換
す
る
こ
と
を
政
府
に

強
く
要
請
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

反
対
す
る
。

平
成
27
年
度
橿
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

日
本
共
産
党

　

負
担
の
重
い
介
護
保
険
料
の

基
準
額
を
、
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
保
険
料
と
比
べ
て

３
，
８
０
３
円
か
ら
４
，
７
７
５

円
に
引
き
上
げ
て
い
る
が
、
今
後
、

８
億
７
，
０
０
０
万
円
の
介
護
給

付
費
準
備
基
金
を
活
用
し
、
保
険

料
を
引
き
下
げ
て
負
担
の
軽
減
を

行
う
こ
と
を
提
案
し
て
反
対
す
る
。

平
成
27
年
度
橿
原
市
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定

　
日
本
共
産
党

　

収
入
の
少
な
い
方
ほ
ど
逆
進
性

が
強
く
、
負
担
割
合
が
重
く
な
る

消
費
税
が
料
金
に
転
嫁
さ
れ
て
お

り
、
弱
者
に
対
す
る
減
免
制
度
な

ど
の
拡
充
を
提
案
し
て
反
対
す
る
。

平
成
27
年
度
橿
原
市
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
日
本
共
産
党

　

畝
傍
御
陵
前
駅
東
駐
車
場
は
、

稼
働
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
が
供

用
開
始
以
後
赤
字
を
生
み
出
し
て

い
る
。
一
般
会
計
繰
出
金
は
平
成

27
年
度
２
，
９
０
０
万
円
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
収
益
を
上
げ
て
お

り
、
ま
た
八
木
駅
前
北
駐
車
場
は

耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
公

共
性
、
利
便
性
か
ら
判
断
し
て
も

取
り
壊
す
べ
き
で
は
な
く
、
利
用

者
の
利
便
性
を
優
先
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
反
対
す
る
。

平
成
27
年
度
橿
原
市
上
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認

定

　
日
本
共
産
党

　

収
入
の
少
な
い
方
ほ
ど
逆
進
性

が
高
く
、
負
担
割
合
が
重
く
な
る

消
費
税
が
料
金
に
転
嫁
さ
れ
て
お

り
、
減
免
措
置
の
拡
充
を
提
案
し

て
反
対
す
る
。

　今定例会には、意見書２件が議員から提出
され、審議した結果、１件が可決されました。
なお可決された意見書は議長名をもって関
係機関へ提出いたしました。

可決された意見書 議員提出案件

意見書意見書◇返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金
の拡充を求める意見書

　（内閣総理大臣、文部科学大臣あて提出）

否決された意見書

◇保育所の待機児問題の抜本的な解決を求める意見書

要
望
書

　

平
成
28
年
６
月
定
例
会
以

降
、
平
成
28
年
９
月
定
例
会
ま

で
に
市
議
会
議
長
宛
に
次
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
、
全
議
員
に

配
布
い
た
し
ま
し
た
。

橿
原
市
内
建
設
関
連
業
者
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て

橿
原
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会

　
　

部
会
長　

嵜
山
雅
由
氏

橿
原
市
建
設
業
協
会

会
長　

松
田
充
玄
氏
提
出

中
国
共
産
党
政
府
に
よ
る
法
輪

功
迫
害
の
停
止
と
、
臓
器
の
強

制
摘
出
の
停
止
の
た
め
日
本
政

府
の
正
義
の
行
動
を
求
め
る
意

見
書
に
係
る
陳
情

N
P
O
法
人　

日
本
法
輪
大
法

学
会　

関
西
事
務
局

代
表　

大
西
智
之
氏
提
出


